
 

 

船舶事故調査報告書 

平成２９年１０月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２９年６月３０日 ２３時２０分ごろ 

発生場所 山口県下関市角
つの

島牧埼沿岸 

 角島灯台から真方位０４５°１.９海里付近 

 （概位 北緯３４°２２.５′ 東経１３０°５２.１′） 

事故の概要 漁船松
まつ

丸は、東北東進中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 平成２９年７月３日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 松丸、３.２３トン 

 ＹＧ３－３６１３５（漁船登録番号）、個人所有 

第２９１－３７００３号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 推進器及び舵に曲損、船底部に破口、沈没（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：うねり 波向北西、波高約０.３ｍ 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、いか釣りを終えて角島夢ケ埼北北

西方沖を発進し、下関市島戸漁港に向けて帰航を開始した。 

本船は、７～８ノットの対地速力で手動操舵により牧埼西方沖を東

北東進中、船長が、操縦台から離れて船尾端中央に移動し、後方を向

いて立った状態で小用を足し始めたところ、船首が徐々に右偏し、２

～３分が経過した頃、牧埼沿岸の浅瀬に乗り揚げた。 

船長は、同じ漁協に所属する組合員に本事故の発生を連絡し、来援

した僚船に救助された。 

本船は、僚船に引かれて離礁し、えい
．．

航されて帰航中、左舷側に

徐々に傾斜を始め、牧埼の東南東方沖約１,２００ｍ地点で、左舷側

に転覆し、沈没した。 

船長は、本事故時、小用を足していた位置から、操舵室内のＧＰＳ

プロッターを見ることで本船の進路が分かる状況であったものの、操

舵室に背を向けていたので、同プロッターが見えなかった。 

船長は、北西からの波を受けて本船が右偏したのではないかと、本

事故後に思った。 

分析 本船は、角島牧埼西方沖において、東北東進中、船長が、操舵室に

背を向けて小用を足し、ＧＰＳプロッターで船位の確認を行っていな

かったことから、徐々に右偏して牧埼沿岸に向かう態勢となっている

ことに気付かず、牧埼沿岸の浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 



 

 

本船は、北西からの波を受けて徐々に右偏した可能性があると考え

られる。 

原因 本事故は、夜間、船長が、ＧＰＳプロッターで船位の確認を行って

いなかったため、徐々に右偏して牧埼沿岸に向かう態勢となっている

ことに気付かず、本船が牧埼沿岸の浅瀬に乗り揚げたものと考えられ

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船位の確認を適宜行うこと。 

 


